
　 従来、鉄骨柱の露出柱脚の柱型は、ベースプレートよりひと回り大きくしていただけの柱型としてい

ましたが、2015年建築物の構造関係技術基準解説書により 「基礎コンクリートの破壊防止等の確認」

が必要になり、 （a）縁辺の剥落 ・（b）立ち上げ部の剥落 ・（c)端部のせん断力による剥落の検討を行

うようになりました。

　 上記３つのうち、柱型の大きさがアンカーボルトからのへりあきによって決まるようになり、従来よりも

大きな断面が必要になる傾向にあります。そこでこれらについての理解を深め、さらに既製品柱脚を

取り扱う企業にその対応について説明していただく場を技術発表会として設けました。
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既製品柱脚での柱型の対応 ：
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